
第２期 鹿屋市まち・ひと・しごと創生
総合戦略の取組状況等について

令 和 ２ 年 10 月
鹿屋市政策推進課



１ 国の総合戦略（第２期への変遷）

第１期 第２期

＜計画期間＞

2015年度（平成27年度）から
2019年度（令和元年度）まで

＜４つの目標＞

①地方にしごとをつくり、安心して働けるよう
にする

②地方への新しいひとの流れをつくる
③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかな
える

④時代に合った地域をつくり、安心なくらしを
守るとともに、地域と地域を連携する

国の取組・・・
■日本経済の成長戦略、一億総活躍、働き方改
革、人生100年時代等

地方の取組・・・
■農業、製造業、観光等の地域産業の振興
■大学・企業の連携による安心して生活ができ
るイノベーションの創出・人材育成

■コンパクトシティ、小さな拠点

＜計画期間＞
2020年度（令和２年度）から

2024年度（令和６年度）まで

＜４つの目標＞

①稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるよ
うにする

②地方とのつながりを築き、地方への新しいひと
の流れをつくる

③結婚・出産・子育ての希望をかなえる
④ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力
的な地域をつくる

＜国の取組方針＞
５年間で進められてきた施策の検証を行い、優先
順位を見極めながら、「継続は力なり」という姿
勢を基本にし、地方創生の目指すべき将来や、今
後５か年の目標や施策の方向性等を策定

＜横断的な目標＞

①多様な人材の活躍を支援する
②新しい時代の流れを力にする
・地域におけるSociety5.0の推進
・地方創生SDGsの実現
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２ 第２期 鹿屋市まち・ひと・しごと創生総合戦略

第１次鹿屋市総合計画

〈計画期間〉 2008年度～2017年度
〈将来都市像〉
“ひと・まち・産業が躍動する

「健康・交流都市 かのや」”

〈基本理念〉
○心豊かでいきいき健やかな人づくり
○安心して暮らせる快適なまちづくり
○にぎわいと活力あふれる産業づくり

鹿屋市まち・ひと・しごと
創生総合戦略

第２期鹿屋市まち・ひと・
しごと創生総合戦略

鹿屋市人口ビジョン

〈計画期間〉 2015年度～2019年度

急速に進む少子高齢化や人口減少に対応

〈将来目標〉
“2060年に９万人程度の

人口を維持する”

第２次鹿屋市総合計画

〈計画期間〉 2019年度～2024年度
〈将来都市像〉
“ひとが元気！まちが元気
「未来につながる健康都市 かのや」”

人口減少社会が本格化する中で、高度情報化
や経済のグローバル化の進展、集中豪雨や巨
大地震の発生、価値観やライフスタイルの多
様化などへの対応

２

＜市の取組方針＞
社会情勢の変化や直面する様々な課題に対し、
実施する施策の方向を明らかにするとともに、
市民と行政の協働によるまちづくりを総合的
かつ計画的に進めていく



３ 鹿屋市人口ビジョンと総合戦略

鹿屋市人口ビジョン 第２期鹿屋市総合戦略
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社人研（推計）

市人口ビジョン

※社人研：国立社会保障・人口問題研究所

＜人口の将来目標＞

2060年に９万人程度の人口を維持する

①自然増減
2030（平成42）年に合計特殊出生率が
2.1となるように段階的に引き上げる。

②社会増減
2020（平成32）年までに転入・転出を
均衡させる。

５
つ
の

基
本
目
標
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の

基
本
施
策

80

の
事
業

■基本目標① やってみたい仕事ができるまち
・活力ある農林水産業の振興
・商工業の振興と雇用の促進

■基本目標② いつでも訪れやすいまち
・地域資源を生かした観光の推進
・スポーツによる交流の推進
・移住・定住の推進

■基本目標③ 子育てしやすいまち
・子育て支援の充実
・未来につながる教育の充実

■基本目標④ 未来につながる住みよいまち
・快適な生活基盤づくりの推進
・安全で安心な生活の実現
・自然環境にやさしいまちづくりの推進

■基本目標⑤ ともに支えあい、

いきいきと暮らせるまち
・地域福祉の充実
・健康づくり・生きがいづくりの推進
・共生協働・コミュニティ活動の推進

３



４ 目標人口と年度別推移（実績等）

年 ①社人研 ②人口ﾋﾞｼﾞｮﾝ ③実績
③実績－②人口

ﾋﾞｼﾞｮﾝ

Ｈ26 ー ー 104,077 ー

Ｈ27 102,974 103,177 103,608 ＋431

Ｈ28 102,462 102,888 103,185 ＋297

Ｈ29 101,950 102,599 103,036 ＋437

Ｈ30 101,437 102,311 102,397 ＋86

Ｒ01 100,925 102,022 101,757 －265

Ｒ02 100,413 101,733 ー ー

・ ・ ・ ・ ・

Ｒ42 72,862 89,125 ー ー

※：国勢調査（Ｈ27）、県人口移動調査（Ｈ26,Ｈ28,H29,H30,R元）各年10月１日現在

27

～
02

の
人
口
の
差
を

各
年
度
に
按
分

平成27～令和元年度の人口（実績）について

○本市の人口（Ｈ27～R元実績値）は平成26年から減少し続けており、
５年間で初めて人口ビジョンの目標値を下回った。

４



５－１ 人口動態の推移（実績）（自然増減について）

・出生数は、減少傾向にあり、令和元年は、平成26年と比較して、年間の出生
数が200人以上少ない結果となった。
・死亡数は、高齢化の進行とともに、年々増加傾向である。
・出生数－死亡数の自然増減については、年々マイナス幅が大きくなってきて
いる。

出典：住民基本台帳
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５－２ 人口動態の推移（実績）（社会増減について）

・平成28年以降、転出者が増加し、社会減（転出超過）の状態が続いている。

出典：住民基本台帳
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・都市圏への就職、進学等が転出超過の主な要因と思われる。



６-１ 主な取組状況と成果等（やってみたい仕事ができるまち）

■農林水産業の経営体制の強化

年度 新規 備考

R元 ９件 東京、神戸、京都など

■高付加価値化と販路開拓・拡大

【新規取引件数】

■企業誘致等の推進

■中小企業等の振興

年度 立地協定締結数 新規雇用者数

R元 ５件 92人

７

○「かのやカンパチ」の新規販路開拓（R元）

・各種商談会への参加
・各種イベントの実施 等

○施設園芸及び耕種におけるスマート農業
実証ほの設置

・ドローン：水稲、甘藷における農薬散布等
・環境制御装置：ピーマン等におけるハウス内の
環境分析

○畜産分野における繁殖管理システ
ム普及の取組

・次世代管理システムにより得られ
る発情や疾病兆候の有効性を検証

○工場等の新設・設備投資等に伴う雇用機会の創出

○地元生産者と加工業者、飲食店等の連携による
鹿屋産食材を活用した加工品の商品化

R元

スマート
農業普及率

0.9%

R６

20%



６-２ 主な数値目標・実績（やってみたい仕事ができるまち）

指標
R元年度
(目標値)

R元年度
(実績値)

R2年度
(目標値)

R3年度
(目標値)

R4年度
(目標値)

R5年度
(目標値)

R６年度
(目標値)

評
価

事業名

スマート農業普
及率（耕種）

1％ 0.9% 3％ 5％ 10％ 15％ 20％ ◎
スマート農業実
証事業

かのやカンパチ
の新規取引件数

2件 9件 2件 2件 2件 2件 2件 ◎
食の魅力発信推
進事業（カンパ
チPR）

鳥獣被害額の抑
制

5,269千円 6,419千円 7,746千円 6,864千円 6,023千円 5,161千円 4,302千円 ○
鳥獣被害総合対
策事業

立地協定締結件
数

5件 5件 5件 5件 5件 5件 5件 ◎
企業誘致・サ
ポート推進事業

事業後の雇用
マッチング数

30人 13人 30人 30人 30人 30人 30人 △
地元就職支援事
業

８
◎…達成されている 〇…概ね達成されている △…達成されていない ×…見直しが必要



７-１ 主な取組状況と成果等（いつでも訪れやすいまち）

【市の相談窓口等を通した移住者数】

R元

合宿者数 20,357人

■魅力ある観光地の形成

■観光分野における広域・官民連携の強化

９

■スポーツ合宿・大会の推進

■関係人口の増加につながる施策の展開

■移住・定住者への支援体制の充実

○霧島ヶ丘公園活性化プロジェクト

・立地協定を締結した南州農場（株）が「くろぶ
たの丘」を建設（R2.6.15オープン）

○産学官連携によるスポーツ合宿の誘致等

○ふるさと納税寄附額

○返礼品カテゴリ別ランキング（寄付額順）
①牛肉 ②うなぎ ③焼酎

年度 寄附額

R元 2,554百万

○空き家バンク制度の活用
○空き家改修に係る費用の補助制度
１/２以内、上限50万円（R元実績：20件）

R６

25,000人

・マリンポートかごしまに寄港する大型クルーズ船
の観光客を大隅半島に呼び込む取組

○インバウンド誘致の推進

R元

移住者数 10人

R６

50人（年間）



７-２ 主な数値目標・実績（いつでも訪れやすいまち）

10◎…達成されている 〇…概ね達成されている △…達成されていない ×…見直しが必要

指標
R元年度
(目標値)

R元年度
(実績値)

R2年度
(目標値)

R3年度
(目標値)

R4年度
(目標値)

R5年度
(目標値)

R６年度
(目標値)

評
価

事業名

ばら園入園者数 110,000人 81,465人 112,000人 114,000人 116,000人 118,000人 120,000人 ○
ばらを活かした
まちづくり推進
事業

入込客数 1,500,000人 1,533,034人 1,500千人 1,500千人 1,500千人 1,500千人 1,500千人 ◎
観光PR誘客推進
事業

ふるさと納税寄
附件数

100,000件 134,851件 100千件 100千件 100千件 100千件 100千件 ◎
ふるさとPR促進
事業

スポーツ合宿者
数

20,000人 20,357人 21,000人 22,000人 23,000人 24,000人 25,000人 ◎
スポーツ合宿ま
ちづくり推進事
業

相談窓口を経由
した移住者数

50人 10人 50人 50人 50人 50人 50人 △ 定住促進事業



８-１ 主な取組状況と成果等（子育てしやすいまちへ）

■妊娠期から出産期における支援の充実

■子育て支援策の推進

11

■鹿屋女子高等学校の活性化

■国際化社会で活躍できる人材の育成

○英語教育の充実・強化（R元）

○子育てアプリ事業
妊娠期から乳幼児期までの月齢に応じた

情報やアドバイスを配信

○特定不妊治療に要する費用の一部助成の実施

【R元年度実績】助成件数：実人数104名
⇒うち母子手帳交付：55名

R元

人数 143人

【訪問産後ケア事業利用者数】

○保育士等就職支援サイトの開設

【潜在的待機児童数】

○新校舎共用開始（R2年４月～）

R元

充足率 76％

R６

100％

R元

参加者数 202人

R６

260人

R元

待機児童数 136人

R６

36人

・保育士等の有資格者で就労し
ていない人材の掘り起こし等
に取り組み、潜在的待機児童
の解消を目指す

・イングリッシュキャンプの実施 等
５回（旧神野小、ｶﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰ、旧菅原小、等）

R６

165人



８-２ 主な数値目標・実績（子育てしやすいまち）

12
◎…達成されている 〇…概ね達成されている △…達成されていない ×…見直しが必要

指標
R元年度
(目標値)

R元年度
(実績値)

R2年度
(目標値)

R3年度
(目標値)

R4年度
(目標値)

R5年度
(目標値)

R６年度
(目標値)

評
価

事業名

訪問産後ケア事
業利用者数

140人 143人 145人 150人 155人 160人 165人 ◎
妊産婦乳幼児健
康診査事業

潜在的待機児童
数

87人 136人 77人 67人 57人 47人 36人 △
幼稚園・保育所
等給付費

各種乳幼児健診
受診率

95％ 92％ 95％ 95％ 95％ 95％ 95％ ◎
妊産婦乳幼児健
康診査事業

鹿屋女子高定員
充足率

100％ 76％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ ○
鹿屋女子高活性
化事業

英検3級相当の
英語力のある生
徒の割合

50％ 37.5％ 43％ 45％ 47％ 49％ 50％ ○
「かのや英語大
好き」事業



９-1 主な取組状況と成果等（未来につながる住みよいまちへ）

■公共交通の充実

13

■消防・防災対策の充実

■ごみ減量・リサイクルの推進

■治山・治水対策の推進

○くるりんバスや乗合タクシーの運行

R元

利用者数 36,046人

○防災マップの更新（令和２年３月作成）

・「洪水浸水想定区域」、
「土砂災害警戒区域」の見直
し等、最新の防災情報を掲載

○第2次鹿屋市環境基本計画（令和２年３月策定）

・「未来につなごう ひとと自然環境にやさしい
まち かのや」環境像に、ごみの減量やリサイ
クルの推進に取り組む

○計画的な雨水排水対策の推進
・冠水箇所 33箇所(R元年度末)

○通学路等の安全対策

・グリーンベルト
【R元実績】

４校：串良小、細山田小、西俣小、輝北小

■防犯・交通安全の推進
R元

１人当たりごみ
排出量

867g/日

R６

780g/日

R６

46,000人

・市民の要望や利用状況等をもとに路線や運航
時刻の変更

・小学校周辺の横断歩道等のカラー化
【R元実績】

１校：笠野原小



９-２ 主な数値目標・実績（未来につながる住みよいまち）

14
◎…達成されている 〇…概ね達成されている △…達成されていない ×…見直しが必要

指標
R元年度
(目標値)

R元年度
(実績値)

R2年度
(目標値)

R3年度
(目標値)

R4年度
(目標値)

R5年度
(目標値)

R６年度
(目標値)

評
価

事業名

くるりんバス及
び乗合タクシー
利用者数

33,701人 36,046人 36,161人 38,621人 41,080人 43,540人 46,000人 ◎
総合交通対策事
業

道路冠水箇所 33箇所 33箇所 29箇所 28箇所 24箇所 21箇所 21箇所 ◎ 排水路整備事業

市道の改良率 67.7% 67.5％ 67.9％ 68.2％ 68.4％ 68.7％ 68.9％ ◎ 道路整備事業

防災出前講座へ
の参加者数

500人 436人 500人 600人 600人 600人 600人 ◎
災害につよいま
ちづくり事業

ごみ排出量 836g/日 867g/日 817g/日 808g/日 799g/日 790g/日 780g/日 ◎
ごみ減量・リサ
イクル事業



10-1 主な取組状況と成果等（ともに支えあい、いきいきと暮らせるまち）

■生涯スポーツの推進

15

■地域コミュニティの構築・充実

○住民が主体的に話し合い、地域の課題解決に向け
た取組を推進

■市民文化の振興

■地域支援体制の充実

○市役所ロビーコンサート
・平成28年から実施
年間５回実施
観客数：延べ373人（R元実績）

○障がい者、障がい児福祉の充実
・ヘルプカードの配布
（R元７月から）
障がいなどで困っている
人が、周りに支援を求め
るためのカード

○「はじめての」グラウンド・ゴルフ大会の開催

○有償ボランティアの活動
・泉ヶ丘、高須町、
寿３丁目など

○「スポーツフェスタinかのや」の開催

・10歳未満から70歳以上の
57組243人が参加

・鹿屋体育大学で約1,500人が参加
競技体験
自転車
車いすテニス など

・串良校区コミュニティ協議会
・細山田校区コミュニティ協議会 設立準備

○リナシティまるごと博物館
・郷土芸能の発表や象嵌装
太刀の展示、生け花体験

など

R元

町内会加入率 70.9%

R６

73.0%

R元

スポーツ実施率
（週１回以上）

44.8%

R６

65.0%



10-２ 主な数値目標・実績（ともに支えあい、いきいきと暮らせるまち）

16
◎…達成されている 〇…概ね達成されている △…達成されていない ×…見直しが必要

指標
R元年度
(目標値)

R元年度
(実績値)

R2年度
(目標値)

R3年
(目標値)

R4年度
(目標値)

R5年度
(目標値)

R６年度
(目標値)

評
価

事業名

スポーツ実施率
（週１回以上）

44％ 44.8％ 48.2％ 52.4％ 56.6％ 60.8％ 65％ ◎
みんなで楽しむ
スポーツライフ
推進事業

文化活動に関わ
る人の数

5,000人/年 7,353人/年 5,200人/年 5,500人/年 5,800人/年 6,200人/年 6,500人/年 ◎
文化のまち鹿屋
魅力アップ事業

社会全体におい
て男女が「平等
である」と感じ
る人の割合

15％ 12.7％ 16％ 17％ 18％ 19％ 20％ ◎
男女共同参画推
進事業

町内会加入率 72.3％ 70.9％ 72.5％ 72.7％ 72.8％ 72.9％ 73.0％ ◎ 町内会経費

個人・団体ボラ
ンティア活動者
数

1,790人 2,842人 1,850人 1,850人 1,850人 1,850人 1,850人 ◎
高齢者元気度
アップ地域包括
ケア推進事業



基本目標
指標数

（事業数）
主な事業

ＫＰＩ達成状況（R元年度）

◎、○
達成、概ね

達成

△
未達成

×
見直しが
必要

基本目標①

やってみたい仕事が
できるまち

17
（15）

○スマート農業実証事業

○食の魅力発信推進事業 など
13 ３ １

基本目標②

いつでも
訪れやすいまち

16
（12）

○ふるさとPR促進事業

○定住促進事業 など
15 １ ０

基本目標③

子育てしやすいまち
21

（19）

○妊産婦乳幼児健康診査事業

○鹿屋女子高活性化事業 など
20 １ ０

基本目標④

未来につながる
住みよいまち

27
（22）

○総合交通対策事業

○環境対策推進事業 など
27 ０ ０

基本目標⑤

ともに支えあい、いき
いきと暮らせるまち

16
（12）

○文化のまち鹿屋魅力アップ事業

○男女共同参画推進事業 など
13 １ ２

合 計 97
（80）

88
(91%)

６
(6%)

３
(3%)

11 まち・ひと・しごと創生総合戦略 取組状況（R元総括）17



12 総合戦略を推進するための新たな取組（R２新規・拡充）

基本目標 事業名等 概要

基本目標①

やってみたい仕事が
できるまち

スマート農業推進事業
（拡充）

拡 茶園における実証ほの設置
・茶園スプリンクラー制御装置の実証（２箇所）

🈟 スマート農業技術普及への取組
・アシストスーツのレンタル経費補助
・農薬散布農業用ドローンの導入補助

がんばる畑作応援事業
（拡充）

🈟 さつまいも基腐病病害対策に対する支援
・被害が著しいほ場への支援及び土壌改良による基腐病抑制
試験実証

🈟 国、県補助を活用した施設、機械整備
・産地パワーアップ事業
・農業・農村活性化推進施設等整備事業

日本一和牛ブランド確
立事業（拡充）

拡 繁殖・肥育農家支援の強化
・牛舎整備、次世代経営技術（ICT）機器の導入支援
・生産性改善に向けた高等登録牛の確保や優良繁殖雌牛の
導入支援

🈟 国の畜産クラスター事業を活用した施設整備

企業誘致サポート事業
（拡充）

🈟 立地協定締結企業の設備投資等に対する支援

🈟 サクラクレパス鹿児島工場用地の造成
・埋蔵文化財調査、工場用地の造成工事

🈟 企業進出・立地に向けた取組
・企業立地意向調査、企業立地推進セミナーの開催

🈟 サテライトオフィス誘致に向けた取組
・モデル事業者の誘致活動及び視察の受入れ

18



12 総合戦略を推進するための新たな取組（R２新規・拡充）

基本目標 事業名等 概要

基本目標①

やってみたい仕事が
できるまち

人材確保・担い手育成
事業（拡充）

🈟 就職支援サイトの構築
・地元企業の情報を掲載した就職支援サイトの構築

🈟 地元企業へのインターンシップ促進
・インターンシップに参加した学生への助成

拡 農業後継者への支援
・農業後継者が規模拡大等で必要となる農業機械や施設等の
導入支援

拡 畜産担い手確保・定着の推進
・牛舎整備や経営の効率化・省力化技術の導入支援

基本目標②

いつでも訪れやすい
まち

戦争遺跡保存活用事業
（拡充）

🈟 戦争関連資料の映像化
・本市に残る貴重な戦争遺跡の映像化

大隅広域観光推進事業
（拡充）

🈟 高速船を活用した寄港地観光ツアー等の受入れ
・台船（高速船着岸施設）の活用

🈟 おもてなしイベントの開催
・鹿屋市漁協と連携した歓送迎行事及び着岸中の交流イベント

スポーツ施設整備事業
（拡充）

🈟 串良平和公園陸上競技場の改修
・ソフトボールや少年軟式野球等多目的に利用できる設備に
改修

🈟 鹿屋運動公園野球場、陸上競技場の改修
・野球場のバックネットの改修及び陸上競技場のトラック改修

Ｕ・Ｉターン促進事業
（拡充）

🈟 移住体験ツアーの開催
・概要：見学先、体験内容を相談しながら決めるオーダー
メイド型ツアー

・対象：県外在住の主に看護師、保育士等の専門職

🈟 Ｕ・Ｉターンの促進
・鹿屋市移住・定住支援センターの設置
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12 総合戦略を推進するための新たな取組（R２新規・拡充）

基本目標 事業名等 概要

基本目標③

子育てしやすいまち

子育て交流プラザ整備
事業（新規）

🈟 子育て交流プラザの開設
・開設場所：県民健康プラザ健康増進センター内
・利用開始：令和２年10月（予定）
・内容：大型遊具等の設置、子育て相談窓口の設置

各種講習会、親子参加イベントの実施

（仮称）北部学校給食
センター施設整備事業
（新規）

🈟 本体工事：鉄骨造平屋建 延床面積 1,992㎡
・令和３年９月供用開始予定）

ＩＣＴ教育推進事業
（新規）

🈟 プログラミング教材の導入
・対象：小学校５、６年生

🈟 デジタル教科書
・対象：市内全小学校、全学年

基本目標④

未来につながる住みよい
まち

立地適正化計画策定事
業（拡充）

🈟 立地適正化計画の策定（Ｒ２～Ｒ３）

防災・減災対策事業
（拡充）

🈟 排水路対策事業
・浸水の解消に向けた永和地区における排水能力分析調査

環境対策推進事業（拡
充）

拡 ペットボトルキャップリサイクル活動
・ペットボトルキャップ回収場所の市内全小中学校への拡大
による市民運動の推進

・（参考）キャップ860個でポリオワクチン１人分
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12 総合戦略を推進するための新たな取組（R２新規・拡充）

基本目標 事業名等 概要

基本目標⑤

ともに支えあい、いきいき
と暮らせるまち

地域包括ケア推進事業
（拡充）

拡 地域包括支援センターの体制強化
・ケアプラン作成者の増員による相談・支援体制の充実

拡 地域支え合い活動の充実
・地域の支え合い活動（有償ボランティア、サロン活動等）
の立ち上げなどの支援を行う「推進員」の配置

健康寿命延伸事業（拡
充）

🈟 ＡＩを活用した特定検診の受診勧奨
・概要：ＡＩが分析した個人特性に応じた受診勧奨通知の送付
・対象：国民健康保険加入の40～74歳

拡 介護予防支援教室の実施
・鹿屋体育大学等と連携した運動サロン体験教室の実施

次代につなぐふるさと
文化事業（拡充）

🈟 かのや風土記の編纂（発行は令和３年度予定）

🈟 全国高等学校総合文化祭誘致に向けた取組
・ユクサおおすみを活用した文化合宿の実施

地域コミュニティ活動
推進事業（拡充）

🈟 新たな地域コミュニティ協議会の設立
・串良校区、細山田校区コミュニティ協議会を設立予定

🈟 吾平山上陵の活性化
・日本語版と英語版による吾平山上陵案内動画の作成

🈟 地域全体で助け合うまちづくり講演会
・輝北地域で児童生徒や地域住民が一体となって防災意識を
高めるための講演会の実施

女性が奏でるまちづく
り事業（新規）

🈟 女性によるワークショップの開催
・「子育て」「仕事」「まちづくり」などのテーマに設けた
ワークショップの開催
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